
公　示　用　

令　和　7　年　度

　　　設　　　　計　　　　書　　　（見積参考）

役務名　　　　　　下水道用主要資材実勢価格動向調査

下水道河川局事業推進部施設保全課



役　務　説　明　書

１．　役　務　概　要

１）主要資材価格調査　件数 118 件

２）資材施工単価調査　件数 116 件

　 ３）機器価格調査　件数 67 件

合　計 301 件

２．　調　査　対　象

札幌市内の令和 7 年12月時点における、下水道用主要資材の市場実勢価格を調査する。

３．　履　行　期　間

契約締結日から 令和 8 年 2 月 13 日まで

４．　調　査　項　目

調査品目は別紙「下水道用主要資材実勢価格動向調査　調査項目」の通りとする。

５．　仕　様　書

別紙「下水道用主要資材実勢価格動向調査特記仕様書」を適用する。

 

  

　

札　　　　　幌　　　　　市 （設計書用紙　様式７）



(原)

(設変）

役　務　価　格 円

役 務 委 託 料 円 (A) 円

　　(A) + (B) 円 消費税等相当額 円

(B) 円

単

費　目 工　種 種　別 細　別 単   価 金   額 摘   要

位 (円） (円）

第1号

内訳書

第2号

内訳書

10%

札   幌   市 (設計書用紙　様式3）

委　託　設　計　内　訳　書

   (役務名)　　　　　　下水道用主要資材実勢価格動向調査

数   量

役 務
委 託 料

役務価格

直接人件費 式
1

直接経費 式
1

その他原価 式
1

役務原価

一般管理費等 式
1

役務価格

消 費 税 等
相 当 額

式
1

役 務
委 託 料



第　１　号

一  金 円 (原）

円 (設変）

内        訳

単

名   称 形   質 摘   要

位 (円） (円）

単-１

単-２

単-３

単-４

 

 

札   幌   市 (設計書用紙　様式５）

直 接 人 件 費

 

数   量 単   価 金   額　

主要資材価格調査 件
118

機器単価調査 件
67

資材施工単価調査 件
116

計   

打ち合わせ 回
3

再計   
0



第　２　号

一  金 円 (原）

円 (設変）

内        訳

単

名   称 形   質 摘   要

位 (円） (円）

直接人件費
× 2.88 %

直接人件費
× 5.00 %

 
 

再計   

札   幌   市 (設計書用紙　様式５）

直 接 経 費

 

数   量 単   価 金   額　

旅費・交通費 式
1 0

印刷・通信費等 式
1 0

  

計
#REF!

0



　その他原価・一般管理費等 計算書

（円）

名 称 直 接 人 件 費 α
そ の 他
原 価 率

そ の 他 原 価 直 接 経 費 計(業務原価） β
一般管理
費 等 率

一般管理費等

実 施 設 計 35% 53.85% 35% 53.85%

調 整 額

計

（設計書用紙　様式７）札　　幌　　市



細  目 単位 適用 単算番号

主要資材価格調査 件
円

主任技師 0.20
人

×
円

＝
円

1

技師(A) 0.20
人

×
円

＝
円

技師(B) 0.40
人

×
円

＝
円

技師(C) 0.70
人

×
円

＝
円

技術員 1.00
人

×
円

＝
円

円

１件当計
円

資材施工単価調査 件
円

主任技師 0.40
人

×
円

＝
円

2

技師(A) 0.70
人

×
円

＝
円

技師(B) 0.80
人

×
円

＝
円

技師(C) 2.00
人

×
円

＝
円

技術員 2.70
人

×
円

＝
円

円

１件当計
円

機器単価調査 件
円

主任技師 3.60
人

×
円

＝
円

3

技師(A) 7.60
人

×
円

＝
円

技師(B) 10.30
人

×
円

＝
円

技師(C) 20.20
人

×
円

＝
円

技術員 22.40
人

×
円

＝
円

円

１件当計
円

打ち合わせ 回
円

主任技師 0.50
人

×
円

＝
円

4

技師(A) 0.50
人

×
円

＝
円

計
円

札   幌   市 (設計書用紙　様式７）

単  　価  　算　  出 　 調　  書

単  価 積  　　算 　　 の 　　 基　　  礎

計(10 件当)

計(10 件当)

計(100 件当)


